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今月のおもな記事

。農業大学－……・・…・・…・（2)

。朝日町交通安全運動
町民大会－．．．．．．．．．．。）

。みはさまの
役樋あんない…（1J(5)

。心温まる寄附の数々…（7)
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の

絵

師

の

生永、、、z、

神
に
応
を
搾
げ
る
行
為
を
揃
い
た
図
柄
の
山

た
い
や

応
図
の
こ
の
絵
馬
は
、
泊

・
大
屋
の
神
明
社
に

お申
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

援
は
、
縦
五
十
号
、
積
七
十
三
円
γ
杉
板

に
胡
粉
（
白
色
）
や
朱
を
使
っ
て
彩
色
さ
れ
て

い
る
。

絵
は
専
門
の
絵
一
品
川
の
儲
い
た
も
の
に

く
ら
べ
て
上
手
な
も
の
で
な
い
が
、
郷
土
の
絵

師
の
描
い
た
も
の
で
珍
し
い
。

A
ぼ

L

か
り
し
γ

か
品
ぴ
と

山
川
町
子
、
引
の
狩
衣
盗
の
二
人
の
神
人
が川
1

5
の
叫
を
引
い
て
い
る
。

円
よ
り
降
雨
祈
願
に

は
川
毛
の
店
、
日
乞
い
祈
願
に
は
白
毛
あ
る
い

は
赤
毛
の
%
が
献
上
さ
れ
る
習
俗
が
あ
る
。

文
化
十
二
年
三

八
一
五
年
）
ζ

の
絵
瓜
が

邸中
納
さ
れ
た
八
月
は
猛
暑
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

桐
山
村
の
治
右
エ
門
が
雨
乞
い
祈
願
に
ζ

の
絵

同
を
お
中
納
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

絵
出
に
は
次
の
銘
が
あ
る
。

文
他
十
二
年

市

道
下
村清

m

（考

・
清
龍
は
幽
号
、

本
名
は
清
次
郎
）

大

神

明

社

口居

% 
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選
挙
管
理
事
務
表
彰

5
月
目
日
、
小
矢
部
市
で
開
催
さ
れ
た
富

山
県
市
町
村
選
挙
管
理
妥
員
会
連
合
会
の

総
会
の
席
上
、
朝
日
町
選
挙
管
理
委
員
会

安
員
の
竹
内
広
作
さ
ん
が
選
挙
管
理
事
務

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、

8
年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
と
し
て
適
確
に
職
務
を
遂
行
し
、

選
挙
管
理
の
円
滑
な
報
行
に
尽
さ
れ
た
か

ど
で
、
乙
の
ほ
ど
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た。
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竹
内

広
作
氏

（臼）

朝
日
町
笹
川

さ
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をなを県朝会
開農図下日長朝
講家るで産朝日
しをた発米日町
ま対め生」町米
し象、しの長作
たに農た安）改
。今業着定で良
年生色相は対
も産米収、策
農にのと「協
業意防、う識
大欲止昨 ま会
学的等年い（

報 ー一一一－－－－あ

着
色
米
”
ゼ
ロ
“

秘
策
教
え
ま
す

農

業

大

学

の
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5
月
か
ら

7
月
ま
で
開
校

八
婦
人
を
ま
じ
え
て
の
第
1
国
際
座
V

第
1
回
の
講
義
は
、

5
月
白
日
大
家
庄

農
協
と
朝
日
町
中
央
農
協
の
2
会
場
に
別

れ
、
「
本
田
初
期
管
理
」
を
主
題
に
県
専

門
技
術
員
の
諮
義
を
受
け
ま
し
た
。

昨
年
は
特
に
県
下
で
着
色
米
の
異
状
発

生
が
み
ら
れ
、
品
質
低
下
の
原
因
に
な
っ

た
た
め
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
が

高
く
両
会
場
共
に
婦
人
を
ま
じ
え
た

2
百

名
あ
ま
り
の
受
講
生
は
熱
心
に
メ
モ
を
と

り
「
う
ま
く
て
品
質
の
良
い
朝
日
産
米
」

の
矯
産
に
対
す
る
生
産
者
の
意
欲
が
あ
り

あ
り
と
う
か
が
え
ま
し
た
。

な
お
、

2
回
目
以
降
の
講
座
に
若
干
の

余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
希
望
者
は
役
場
産

業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乙
の
後
の
日
程

第
2
回

6
月
別
日
（
水
）

稲
作
後
半
期
の
管
理
技
術
と
病
害
虫
防

除
に
つ
い
て
（
講
師
県
専
門
技
術
員
〕

第
3
回

7
月
工
日
（
火
）

産
米
改
良
と
農
作
業
安
定
に
つ
い
て

（
講
師
県
専
門
技
術
員
）

※
両
日
と
も
午
後
1
時
泊
分
か
ら
朝

日
町
中
央
農
協
大
ホ

l
wで
行
い
ま

す。

な
お
、
先
月
号
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
実
証

回
」
を
管
理
さ
れ
る
方
々
の
う
ち
殿
町
は

角
丸
信
安
ざ
ん
か
ら
稲
荷
二
三
さ
ん
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。ー
ヨ
本
鳥
類
保
護

「｜

L

連

盟

褒

賞

H
城
山
子
供
会
日

宮
崎
城
紡
や
箆
崎
樹
叢
等
自
然
出
情
切
に

恵
ま
れ
た
宮
崎
地
区
の
減
山
子
供
会
で
は

毎
年
愛
鳥
週
間
に
退
会
者
が
記
念
に
栄
箱

を
作
成
し
そ
れ
を
愛
鳥
週
間
に
会
員
が
全

員
で
蕗
島
樹
殻
内
の
樹
木
に
巣
箱
を
か
け

て
、
烏
の
繁
殖
や
保
護
に
一
役
か
つ
て
お

り
ま
す
。
乙
の
栄
箱
か
け
は
、
減
山
子
供
会
の
年

中
行
事
と
し
て
十
数
年
も
行
わ
れ
、
日
頃

の
援
烏
精
神
や
自
然
保
護
の
高
揚
に
努
め

て
お
り
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
こ
の
た
び

の
震
貨
の
授
与
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

（褒貨を受けた減山子供会）

出
水
期
に
備
え
て

こ
れ
か
ら
梅
雨
期
に
入
り
出
水
の
季
節

と
な
り
ま
す
が
、
次
の
事
項
に
留
意
し
て

被
害
の
経
減
に
努
め
ま
し
ょ
ろ
。

気
象
情
報
等

－
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
気
象
情
報
お
よ

び
防
災
上
の
情
報
に
宿
意
す
る
と
と
。

・
停
電
に
備
え
て
緩
中
電
灯
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
等
を
備
え
る
ζ

と。

・
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
場
所
を
確
認

し
て
お
く
乙
と
。

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

－
Mμ
は
高
い
所
に
積
重
ね
て
置
く
こ
と
0

・
タ
ン
ス
等
の
引
き
出
し
は
、
抜
い
て
高

い
所
に
置
く
こ
と
。

－
竃
気
、
ガ
ス
等
の
元
は
必
ず
切
っ
て
お

く
乙
と
。

避
難
す
る
と
き

・
老
人
、
子
供
、
病
弱
者
を
ま
ず
早
自
に

避
難
さ
せ
る
こ
と
c

－
火
の
始
末
、
戸
締
り
等
を
完
全
に
行
う

こ
と
。

火
災
発
生
時
の

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
消
防
団
員
を
招

集
す
る
た
め
に
次
の
要
領
で
サ
イ
レ
ン
を

吹
附
し
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
火
災
発
生
地

域
に
つ
い
て
は
直
ち
に
連
続
問
回
（
1
分

間
に
）
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
附
し
、
他
の
地

域
に
つ
い
て
は
応
援
の
必
要
が
あ
る
と
き

に
は
一
斉
に
連
続
5
回
（
1
分
間
に
）
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
川
し
ま
す
。

ま
た
火
災
の
問
い
合
せ
に
つ
い
て
は
泊

防
本
部
の
一
般
加
入
電
話
〈
3
H
0
0
0

9
裕
）
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

火
災
、
救
急
専
用
電
話
〈
1
1
9番）

で
の
問
い
合
せ
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

(2) 

ご
存
知
で
す
か
？

生
活
安
定
資
金

貸

付

制

度

経
済
環
境
の
変
動
等
に
よ
り
厳
職
し
た

労
働
者
に
対
し
て
生
活
資
金
を
貸
付
け
る

こ
と
に
よ
り
生
活
の
安
定
と
求
職
活
動
に

専
念
し
そ
の
確
保
に
寄
与
す
る
た
め
に
こ

の
ほ
ど

「
日
山
県
離
職
者
生
活
安
定
資
金

貸
付
制
度
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

現
住
縦
綴
中
の
み
な
さ
ん
で
ご
希
望
の

方
は
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

八
制
度
内
容

v

c
貸
付
金
額
、
鼠
高
却
万
円

。
貸
付
期
間
、

6
力
月
i
お
カ
月

な
お
、
貸
付
対
象
醤
や
使
途
等
に
つ
い

て
多
少
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
に

つ
い
て
は
役
場
陀
築
課
尚
工
係
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

税
務
課
か
ら
の

お
し
ら
せ

八
今
月
の
税
金
V

町
県
民
税

（第

一
則
分
）

〈
納
税
は
ロ
座
振
込
で
V

※
金
融
機
関
が
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
折

定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
円
え
て

納
討
す
る
確
実
で
便
利
な
制
度
で
す
。
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交

通

安

全

パ

レ

ー

ド

ヘ

一

朝
日
町
交
通
安
全
運
動
町
民
大
会

…

Y
2住
民
総
ぐ
る
み
で
町
民
大
会
・
自
動
車
パ
レ
ー
ド
展
開

i
b

乙
の
大
会
は
、

5
月
に
は
い
り
、
連
臼

死
傷
者
等
が
発
生
し
た
た
め
、
町
民
に
よ

り

一
一層
の
注
窓
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
初

日
午
後
4
時
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
約
制
人

が
参
加

し
、
全
員
で
交
通
犠
牲
者
の
め

い
福
を
祈
り
、
小
川
町
長

－
H

山
県
笹
本
郡
山父
通
規
制
打

・
山

師
同
県
議
・
神
凶
人
笹
野
H
R
の
あ

い
さ
つ
、
知
山
ψ

・
本
部
長
の
メ

γ
l
セ
l
ジ
の
後
、
京
業
所
代

表
・

交
治
安
全
母
の
会
・
朝
日

町
連
脅
が
そ
れ
ぞ
れ
事
故
防
止

の
決
意
表
明
や
行
い
、
交
通
指

海
員
代
表
の
長
路
清
W
T
さ
ん
の

大
会
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

’g 2 8 6号ひ－さ－あ

町
民
大
会
総
会

報－ー守一広昭和32草 8.II 8 B ’g 3 ..使．偲町

そ
の
後
、

交
通
安
全
委
員
各
支
部
長

・

町
消
防
団
の
協
力
で
、
川
円
台
の
自
動
車

・

消
防
車
で

2
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
て
町
内
を

パ
レ
ー
ド
し
、
子
供

・
老
人
の
事
故
防
止

の
住
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
も
り
あ
げ
た
。

、，

せ
奮
い
道
大
き
く

広
げ
る
ゆ
ず
り
あ
い

幽
が
り
か
ど

い
つ
も
危
加
聞
が

か
く
れ
て
る

や
っ
て
る
か
い

一
度
止
ま
っ
て
左
右

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
そ
う

国
民
年
金
保
険
料
免
除

の
手
続
き
は
早
自
に

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
が
保
険
料

が、

4
月
か
ら
月
3
、
3
0
0円
に
も
な

り
、
い
ろ
い
ろ
の
療
情
で
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
と
い
う
人
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

き
め
ら
れ
た
保
険
制
何
を
納
め
て
い
な
い

と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
年
金
が
支
給
さ

れ
な
い
婦
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
納

め
ら
れ
は
い
も
の
は
仕
万
が
な
い
ー
と
あ
き

ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
う
い
う
人
の

た
め
に
、
保
険
料
の
「
免
除
」
と
い
弓
制

度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
う
け
ら
れ
る
H
けは

つ
失
業
し
て
所
得
が
な
い

O
火
災
、
水
省
、
宮
山下
回
ほ
ど
で
レ
ハ
き

な
被
笛
を
う
け
た

O
病
気
や
そ
の
他
の
た
め
に
家
計

が
苦
し
い
・
・
・
・・
・

な
ど
の
事
情
に
よ
り
保
隙
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
に
く
い
万
で
す
。

免的怖
を
う
げ
る
に
は
早
同
（
期
限
7
月

別
H
ま
で
世
に
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
志
す
。

手
続
ぎ
を
し
た
ら
申
請
の
内
容
が
免
除

基
畿
に
あ
て
は
ま
る
と
、
4
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
辺
年
の
3
月
分
戸
4
月
1
3門）

ま
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
さ
れ
ま
す
と
将
米
う
け
る
老
齢
（

通
り
老
船
）
年
金
は
、
免
除
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
だ
け
3
分
の
ー
に
な
り
ま
す
が
、

他
の
問
答
年
金
‘
母
子
年
金
な
ど
の
年
金

に
つ
い
て
は
、
納
め
た
人
と
同
践
に
権
利

が
つ
き
ま
す
の
で
、
抑
制
に
し
て
万

一
の

と
き
に
は
く
よ
り
も
町
の
国
民
年
金
係
へ

忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
免
除
ぞ
う
け
た
期
聞
は
、
問
年

以
円
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
町
国
民
年
金
係
（
雪

3
H
1
1
0
0内
線
泊
）
か
魚
津
社
会
保

険
事
務
所
（
舎
0
7
6
5
H
M
H
1
4
9

4
〉
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い。

児
童
手
当
制
度
を

-・ 
‘ー
存

~日

す

台、

で

氾
醤
手
当
制
伎
は
、
児
盟
の
健
全
な
向

成
を
目
的
と
し
て
、
附
和
好
年
1
H円
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
‘
諒
当
の
万
は
、

受
給
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

。
児
重
手
当
の
支
u
馬
要
件

ω叶
叩
成
木
満
の
児
也
を
3
人
以
上
養
育
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
l
人
以
上
が
、
袋
店
初

教
育
終
了
前
の
児
童
戸
中
学
授
を
本
業
す

る
ま
で
の
児
童
－
で
あ
る
こ
と
を
、
条
件

に
3
人
目
の
児
蛍
に
支
給
さ
れ
る
・
も
の
で

す。①
受
給
看
の
前
鋭
の
収
入
が
、
一
定
額
に

満
た
な
い
こ
と
。

（
所
得
制
限
が
あ
る
〉

O
支
給
額

3
人
目
以
降
の
中
学
校
卒
実
前
の
児
認
l

人
に
つ
き

住
民
税
の
所
仰
割

mM偶
者
に
は
、
5
千

円非
課
税
者
（
低
所
得
者
）
に
は
、

6
千

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、

公
務
目、

3
公
社
に
勤
め
て
い
る

方
は
、

勤
め
先
に
由
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

＠
受
給
者
の
万
は
、
現
況
凶
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

児
誼
手
当
受
給
者
は
、
す
べ
て
毎
年
l

回
6
月
中
に

「児
童
手
当
現
況
届
い
を
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、

こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
、

引
き

続
い
て
支
給
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
て

も
6
月
分
以
後
の
児
滋
手
当
の
支
払
い
を

受
け
る
ζ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か

ら
．
住
民
宿
祉
課
福
祉
係
へ
必
ず
出
し
て

く
だ
さ
い
。

（」t~村：（、宮崎ぶHG長Lli公o~~会）

宮
崎
城
史
跡
似
存
会

総
会
聞
か
れ
る
（城山
）

宮
崎
紙
史
跡
併
存
会

（
会
長
野
島
一
．

郎
氏
、
会
員
加
名
）

総
会
が
去
る
5
月
お

口
、
宮
崎
跡
三
の
丸
に
お
い
て
開
俄
さ
れ

ま
し
た
v
は
じ
め
に
、
北
陸
宮
お
よ
び
宮
崎

太
郎
長
民
公
の
供
祭
会
が
、
仏
式
に
よ
り

厳
か
に
執
行
さ
れ
、
引
き
続
い
て
日
年
度

総
会
が
聞
か
れ
、
臼
年
度
会
務
会
計
報
告

と
M
年
伎
の
予
日
お
よ
び
勝
業
計
画
に
つ

い
て
審
醸
永
認
し
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
の
山
よ
会
員
の
M
K
盟
立
見

と
し
て
明
年
七
対
は
、
兆
陸
宮
内
没
後
川
年

に
当
り
大
々
的
に
必
念
祭
を
%
施
す
る
こ

と
が
明
ま
し
い
と
強
い
嬰
烈
が
あ
り
ま
し

た
。

(3) 

噌

1
マf
n
ヨ
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四
月
一
日
か
ら
機
得
の

一
部
が
か
わ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
ず
。

な
お
、
職
続
分
担
は
、
〈

で
す
。

）
内
の
と
お
り

いなんあの役場申広さみな
中町

Jll 
長
薙

議

助mM明
A
叫

抑

R

1
1往
日
目
士
ロ

会

噌

l
n
o
nU

局水主

最島査

芭信
雄
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主宏保v畠 断言語係 1:i会
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古文任 E 子宣正 誌宍敏
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I I I I I I I I I I I I 
波水佐広藤大梅鍋永竹氷河

間島渡沢聞界間砧口内原内

作 定R詫邦信義舟を畠
松正男悦司子子治時実る子

用 H ,, ,, 保文文広条統給職
務マq q 車白曾報例計与員
連）〉））））、、、、共

轡 町規総人済
史則合事
編 、 ~I・ 3己厚
さ規開i録生
ん程）等福
）・）利

公
告退
式職
手

j起当
挙 ）

総
務
課
長

l
永

口

栄

治

財

政

課
長

l
高

橋

宏

税

務

課

長

i
江

洲

隆

伝

役

主

査

謀
長
代
理

資
産
説
係
長

納
税
係
長

村

上

忠

義

（闘臨
時
議
明
暗
吋
）

;;;. f 正両1 :;: I 
買越管ムE追官走中財調！
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(4) 

一l
数

家

孝

子
（
地
方
交
付
税
、
予
算
幣
理
）

丁
柳
下
皆
．

（地
方
交
付
税
、

資
金
）

－l
中
村
英
喜
子
（
町
有
財
産
管
理
、
登
記
〉

ー
本
田
平
代
乃
〈
町
県
民
税
特
筑
徴
収
、
軽
自
動
恵
税
臥
謀
、
自
動
窓
臨
時
迎
行
許
可
）

1

水
品
由
紀
子
（
国
民
健
殴
保
険
税
賦
課
〉

住
民
貌
係
長

l
谷

口

邦

夫

！
吉
田

進
（
町
川
町
民
税
・
水
利
地
益
税
・
国
民
健
康
保
険
税
眠
謀
徴
収
）

高
宮
山
山
飢
え
川
井
オ判

JE－
－
水
島
醗
彦
（

ク

）

コ
出
関
係
主
任
」
i
米
国
吉
彦
（

O

〉

下

水

島

軍

治

一

l
折

戸
咲

子
（
固
定
資
産
税
舷
謀
、
土
則
家
屋
異
動
〉

奇
想
明
一円
山
哨
一滝川主
・国民
J

丁
稲
荷

優
（
固
定
資
産
税
賦
課
徴
収
、
固
定
資
産
評
価）

1
1
1吋
i
電

、

丁

山
崎
秀
行
（

O

）

一
資
産
税
係
主
在
一

「

小

山

桝

信

男

－

l
河
内
和
態
（

h
q

）

『

ω定
銭
鹿
島R
H
m
m
邑
園
陸
軍
、
創
定値
R
J

C
町

野

筒

、

言言i
記世阿国課
霊長民長
~－村年代
笠合理
主J忠係
係長
告書
収

会神住
~：；民
A・谷係
；~~ 
書

3明

i
荒
出
和
歌
子

〈
戸
籍
、

住
民
基
志
台
帳
、
食
組
配
給
）

武
田
ヒ
サ
子
（
窓
口
受
付
、
人
口
動
態
｝

l
森
聞
か
や
乃
（
住
民
情
報
記
録
、
人
権
相
談
）

l
兵
廊
絹
子
（
窓
口
受
付
、
日
雇
保
険
）

。黒

底

道

子

（窓
口
受
付
、
戸
籍
届
曾
等
収
発
）

l
金

弁

恵

子

『
児
童
筒
祉
、
身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
、
引
場
者

・
戦
傷
病
者
J

F

戦
没
者

・
遺
族
領
祉

」

｜
沢
回
雅
文
〈
老
人
福
祉
、
民
生

・
児
霊
祭
員
、
災
筈
救
助
、
募
金
、
各
種
裳
援
金
〉

一
｜
水
A
E
V美
ハ
生
活
保
護
、
母
子
福
位
、
老
人
・
身
障
者
医
疲
貴
公
費
負
担
》

一・
i
山
凶

出

停

車

珂

－

ハ

用

旅

書

円

高
川
、

・

制
国品川

・

M
W
H膏
血
鋪
間

g
b
a
m－－
R
爪
山
由
貿
品
目
畑
出
〉

一l
E
岡
尋
美
ハ
保
育
所
飴
食
錆
場
、
母
子

・
父
子
医
鍍
貴
公
費
負
担
V

7
笹
川
夏
子
ハ
掴
径
年
金
、
拠
出
年
金
、
保
険
割
引
収
納
〉

・l
i輔
副
咽
＋
小
抽
回
聞
鳳
《
帽
剛
山
山

ω停
h
T
A
2、
血
球
胎
隅
国
制
問
帆
柚
約
〉

一I
l助
日

出

内

申

串

宮

邸

内
仲
ま
耳
泊
闘
関
車
歴
書
軍
盆
初
、

皿
伺
岨
買
卓
骨
鍔
り
酌
眠
、
障
制
唖
爾
揖
封
筒
刷
、

ARH曹
曾
掛
川
帽
凧
V

一
a
i＋
〈

間
川
嘗
時

間
弧
ハ
官
品
抽
岨
盲
，
量
果
、
古
川
削
祖
岨
館
四
割
鼠
銃
臨
時
河
骨
回
調
且
一v

－a
l’

T
中

自
周
波
治

ハ水
道
陣
m
E緩
鍔
管
理
》

課

長

明

哩

了

直

康
問
隆
議
〈
操
盲
串
V

ー
鰍
鍵
M
m
H
R

要

丁

永

口

了

ハ
b
e
v

a鎖
U
E
1事
E
6
5
2R）
一
｜
大
普
降
夫
ハ

。

〉

一，
l
＋
〈

am
満

開

叫

引

ハ

’

v

i
性
活
民
全
勝
畏
己
一
l
M依
本
位
子
ハ
食
生
活
改
善
、
栄
養
指
導
〉

へ則
ぽ
a
E埠書
‘宜
－

z
eJ
寸
道
用
美
絞
ハ
予
防
祭
種
、
結
後
予
防
、
献
血
、
衛
生
統
計
v

，
t
f叫
官
銀

、

寸
角
丸
量
子
ハ
成
人
病
予
筋
、
健
康
徳
操
、
保
健
指
導
V

ls
山

刻

子

寸

上

寂

滅

笑

〈
母
子
保
健
、
保
健
指
導
〉

《量
E
4
4
’事、－
－－－v
T
l
広
国
万
紀
子

内
健
康
教
室
、
保
健
指
導
〉

一
誠
生
以
遁
係
主
任
事
l
鹿
熊
恵
美
子
〈
m
H
絡
得
喪
、

重
奏
飴
付
費
調
定
〉

干

1
古

R
a
武

再回
純
白
在
日
、
”
”
ぷ
釦

m
H
3

一悶出陣拘舗置園駅周
wm鈴
四
m
mm
H奴

f
IR
珂

間

同

信

桶

《岨圃a
R
．．
 
‘・aaR
・幌
、－a
・a
．，
．問
。a
v

l
l白
鴎
倒
駒
市
鳳
冊
陣
羊
，

〈
’
属
量
且
R
U伺
’
民
S
R
4血
、

事

am園
田
制
高
山
通
岨
加
月
晴
曲
m
v

ijil

l
－
＋
〈
軒
目
や
作
品
古
口
内
田
畑
作
仲
論
胤
向
民
緒
川
曜
版
、

圃
目
撃

A
脇
何
事
鹿
V

機
政
情
長

t

｜
野

田

週

明

〈農
家
者
年
金
、
農
業
帥
勘
案
改
普
対
策
、
農
家
合
蟹
V

什
晶

、由
時

r‘
i
h－－
ー
教

家

普

線

ハ水
図
利
用
再
箇
対
策
、
怪
物
紡
控
》

五

釦
司
副
刈
叫
E
l
i
t
－
i
占

l
弁
上
文
子
《
緑
化
推
進
妥
員
会
、
花
と
畿
の
銀
行
V

仲怖
政
鴻
長

E

T

E

万

厳
縫

ハ
線
道
開
設

・
保
安
仲
件
、
治
山
、
仲
林
業
惜
構
造
改
普
事
業
v

i
岩

谷

5
F
丁
西
島
与

問

《
仲
停
泊
袋
裳
－

a良
・
災
害
復
旧
v

（剤
”
が
註
獄
、量豊
富
3

7
清
水
清
隆
ハ
仲
林
道
開
設

・国

Z
管
理
、
磁
開
放
〉

髄
工
破
産
係
長

丁
九

里
正
憲
ハ
自
持
般
公
留
、
国
民
休
養
地
、
山
村
振
興
〉

緩
先
係
長
E
E

「
池
田
器
造

ハ
水
産
業
援
興
、
運
晶
摘
、
鉱
業
、
計
量
、
山
岳
遭
震
対
策
〉

－

M
工
九
州
翼
、場

r
L
P

，F

－－
－－me’R
0

・‘、
・・・8
a

局

、
1
1企
u
抑制れ

都
田

Z
J
円
陣
悦
也

a
v

l
－
m仰
向

例

措

厄

〈

aE鋳
掛
官

g
m午
、
町
町
時
酋
仲
立
申

也

、

制
N
H
V
柚
岨
剖
刈
信
用
〉

制
販
制
鎚

川
純

問

問

－4
小山
川
純
減
期
、
．
尚
脱
給
開
句
、
交
通
安
全
施
設
隻
備
、
河
川
改
修
〉

訪
問時V
；

；

朔

－
｜
谷

節

夫

ハ銀
事
V

F

土
曜唾量
・
皇

、

丁
大
谷
孝
志
ハ

e
v

業

部

係

長

丁

砂

困

正

園町

ハ街
路
事
業
、
土
地
区
語
感
盟
、
道
路
改
良
v

ー
凶

お

V
L叫
・
坂

丁

永

日
明

弘
ハ
道
路
符
鋼
改
良
事
案
、
町
道
改
良
・
舗
装
V

道
路
河
川
係

長

丁

朝

倉

茂

ハ

農
道
豊
信
、

土
勉
改
良
M

都
市
計
画
課
長

丁
大

弁

幸

司

ハ農
村
鎗
合
獲
傭
モ
デ
b
F

事
業
〉

一川
谷
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実

情

一

1
小

川

聴
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農
村
露
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墜
傭
モ
デ
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農
道
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〉

戸
創
刊
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制
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八
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v
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§
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m
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の
皆
さ
ん
へ
貸
し
出
し
ま
す
。
希
望

の
方
は
父
兄
の
代
表
者
を
決
め
て
、
朝
日

町
立
図
脅
館
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

こ
ど
も
の
本
初
間
尚
単
位
で
貸
し
出
し
ま
す

。
図
轡
返
却
の
お
願
い

眠
っ
て
い
る
図
お
館
の
本
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
気
付
い
た
ら
す
ぐ
話
し
て
く
だ
さ

お
し
あ
わ
せ
に

(8) 

新
着
図
書
案
内

ヘ愛の献血 r

婚

最古

U
K

弁

安

達
水

島

藤

井

五
十
嵐

長

井

水

野

久
野
木

岩

井
田

原

柳

下

氷

見

南

茂
松

本

南

部

清

水

水

野
松

田

大
久
保

畑

野

江綾子行校夫子獄子 一 子 之 子 男 子 佳 子 彦 子 究

O
境辻

宕

崎

O
境上

横

尾

O
笹

川
笹

川

O
荒

川

四

東
三
浦
町

O
栄

町

入

善

町

O
平
柳
二
u
b

弥

生

町

O
桜

町
宮

崎

O
桜

町

富

山

市

O
辻

省

崎

草

野

O
弁

の

口

新

潟

県

敏 忠 箔匂

H
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
日

一
般
図
書

傍
観
者
の
時
代

P
F
ド
ラ
γ
カ
l

万
葉
幻
筏
考

大

浜

隊

出

吉

酒

の

人

間

学

水

野

議

夫
と
姿
の
た
め
の
育
児
学

水

野

議

あ
る
朝
突
然
に

落

合

恵

子

松
川
千
春
さ
す
ら
い
の
脅
春
宮
沢

－
誠

素
肌
で
シ
ェ

リ

ー

酒

を

小

池
真
理
子

N
H
K
き
ょ
う
の
斜
理
日
本
放
送
出
版

手

袋

人

形

グ

ラ
フ

社

大
高
輝
美
の
コ
ロ
コ
ロ
人
形
雄

知

社

旅
（
ワ
イ
ド
カ
ラ
l
）
十
五
逆
印
刷
秀
出
版

木
の
手
作
り
事
典

講

談

社

図
解
式
住
ま
い
の
修
理
明
典
主
制
の
友

家
づ
く
り
使
剰
感
興

主
婦
の
友

野
菜
作
り
十
二
ヶ
月

主
婦
の
友

サ
．サ
エ
サ
ン
う
ち
あ
け
話
長
谷
川
町
子

小
説
不
在
の
部
屋

花

火

乱
れ
か
ら
く
り

紀 ；告 さ宗孝孝信 任：率 一峰 克先幹 政

（
昭
和
日
年
5
月
日
日
現
在
）

さ

お
す
こ
や
か
に
（赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

あ

光

大

真
由
美

絵
美
子

由
紀
子

直

志
和

也

利

久

普

佑
愛

子

氏

美真
将

司

梨

花
麻

子

智

美

H
n

品
別

不

破

忠

一

谷
中

義
久

間
部
健
一

谷

口

通

自

片

桐

和

茂

吉
田

信

幸

南

部

正

利

篠
田
美
津
夫

浜
岡

慎

一

南
部

誠
志

長
津

善

元

久
保
剖
安
則

山
本

隆
幸

大
倉
認
一

大
久
保
武
文

井
口

幸

雄

清

水

一

朗

長 二 長 二 二長長二 二長長三長 長 二三三
男男女女女 男男女女男！）｝ 男男女女女男

宮

崎

温
泉
町

西
三
浦

中

町
松
涛
町

中
道
下

桜

町

草

野

草

野

町
南
保

羽

入

越小
在
池

細

野

大
家
庄

弁
の
口

金

山

内
野

綾
子

副
一戸
内
問
美

泡
坂

妥
夫

報一一

お

く

や

み

亡
）

死

広

O
宮

崎

O
僑
向
町

O
東
下
町

O
中

町

O
本

町

O
上

町

O
沼

保

O
中
道
下

O
高

畠

O
辻
告
崎

O
金

山

O
藤

坂

扇

谷

ょ

う

（
制）

泉

ソ

ヨ

（

日

）

吉

本

佐
与
松
（
刊）

水

島
め
す
〈
叩
）

線
路
義
雄
（
邸
）

大
和
市
次
郎
（
河
川
〉

大

村

ハ

ナ

（別）

俊

建

キ

ヨ

（
m
－

大

森

つ

ね
〈
引
）

冨

田

徳

子
（
臼
）

鍛

治

兵

造

（
η〉

水
島
つ
や
（
位
）

時 6月第2火曜日
午前10時～午後3時

場所朝日町福祉センター

相談員 川上腐ー（雪3-0050)

ム人権法律相談

時 7月17日＠
午後 1f痔～午後4時

場所朝日町福祉七ンター

相談員人権擁護委員

上回怒二〈舎2-0127)
在団結芳（舎2-2164) 
小沢 山 （舎3-3000)

相談ごとご案内

ム交通事故巡回相談

①日時第3月曜日
午前10時～午後311-'i=

場所 黒部市中央公民館

①日時第3水曜日
午前10時～午後3時

弱所県魚津総合庁舎内

魚律地方県民相談室

ム心配ごと相談

時毎週火雌日

午前10時～午後3時
所朝日町福祉センター

（舎3--0756)

談

昭和32年 8月8日
• a ••便物毘可．．

相政ム行

場

日

日

日



寸
昭
和
日
年
度
の

「
循
環
器
健
康
診
断
か
ら

総

合

判

定半
獄
以
上
か
半
健
康
人
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全体でみた総合
判定の結果
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者
が
少
く
な
り
、
要
民
掠
者
が
多
〈
な
r
，

て
い
ま
す
。

ま
た
、
目
歳
代
以
下
で
も
「
正
常
」
が

半
数
も
な
く
、
「
蟹
観
察
」
、
「
粟
註
窓

」
が
臼

・
3
%も
占
め
て
い
る
こ
と
が
気

に
か
か
り
ま
す
。

成
人
病
は
、
医
師
の
管
理
下
に
あ
る

「

裏
医
師
胤
」
者
よ
り
も
、
自
分
で
は
住
民
だ

と
思
っ
て
い
る
半
他
民
人
の
日
常
管
理
が

特
に
軍
裂
で
す
。

毎
日
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
都
と
十

分
な
休
養
、
そ
し
て
適
切
な
運
動
が
大
切

成
人
病
予
防
の
食
生
活
に
」

「
六
つ
の
墓
侵
食
品
」
ス
テ
ッ
カ
ー

一

「
健
康
づ
く
り
と
食
生
活
」

一

活
用
く
だ
さ
い
L

朝
臼
町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、

健
康
弘
官
官
リ

る
た
め
の
食
生
活
の
手
引
き
、
一
．
6
つ
の

基
礎
白
川
」
久
テ
プ
カ
l
と
「
他
民
づ
く

り
と
食
生
活
」

合
作
成
し
全
家
出
に
配
布

し
ま
し
た
。
一隅
ゅ

の

r
…

．一闘
の大
陵

町

閣
内
心
酔

で
す
。
根
気
よ
く
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

日~. ：＼%

EヨQ-1.x':,. 
下守で！

．‘・e’，’
ド． 』 ，

if-令附がえりljにみと
総介判定の結以

~＼ ~＇（＂！下 ｜ 口 ＇.！.% j 

ト：：~1 r・ I：；がn% I 

＂＇＇～iけ I:!ti. !l~必｜

;,0 r-rJ..I:. ~ 

l'l.メ“L

・lト.i ~＂ 
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「
6
つ
の
森
鴎
食
品
」
ス
テ
ッ
カ
ー
は

毎
日
の
食
生
活
の
中
で
と
っ
て
ほ
し
い
食

品
群
を
写
真
で
表
わ
し
た
も
の
で
、
九日
所

に
か
け
て
お
い
て
簡
単
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
「
に
出
ツ
く
り
と
食
生
活
」

は、

〆

成
人
抗
予
防
の
食
生
活
を
重
点
に
編
集

し
、
栄
養
の
基
礎
知
識
や
、
「
肥
満
」、

「
貧
血
」
、
「
高
血
圧
」

、
「
動
脈
硬
化
」

予
防
の
た
め
の
食
生
活
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
で
あ
り
ま
す
。

健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
の
た
め
に
は
「

正
し
い
食
生
活
」
の
工
夫
が
ま
ず
第
一
で

す。
配
布
し
た
ス
テ
ッ
丈
！
と
指
導
管
は
、

い
つ
も
ム
口
所
に
お
い
て
活
用
し
て
く
だ
さ

、。
－
V
 

必1・<1".・校;; ・3・~ l! ·~；： ‘泣・

食
生
活
改
善
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
め
ざ
し

中
央
栄
養
教
室
開
設

地
織
に
お
け
る
食
生
活
改
普
活
動
縫
進

の
践
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を
盤
成
し
よ
う
と

町
、
婦
人
会
、
食
生
活
改
笹
縫
進
協
議
会

の
協
力
に
よ
る
「
中
央
栄
養
教
室
」
が
保

健
セ
ン
タ
ー
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
は
、
栄
養
の
基
挺
知
誌
か
ら
応
川

ま
で
の
系
統
学
習
を
、
年
目
回
、
2
カ
年

継
続
で
実
施
さ
れ
、
町
内
各
地
区
か
ら
応

募
さ
れ
た
お
れ
の
受
抗
生
は
、

「
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
よ
い
食
切
」

、

「
世
蹴
の
住

民
向

m進
」
を
は
か
る
た
め
の
栄
務
問
題
、

食
生
活
に
関
す
る
問
題
ぞ
学
び
、
調
理
災

習
を
と
お
し
て
知
此
を
深
め
ま
す
。

現
在
、
町
で
は
乙
の
ほ
か
に
、
宮
崎
地

区
、
南
保
地
区
で
2
年
目
の
栄
養
教
室
が

開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
中
央
栄
養
教
室
の
風
景
）

i家庭に健康をお届けしますi
！ 保健指導車「健康号Jを購入

！ 一 一一一一 」綱 ！ 
！？宅哩F・圃・ーー！
！£仁~·悶：
ム7 tt .写 ーヲ（•f

：誕」~嗣：
i 朝日町では、 この陀保世間待専用車問
E災号・j （悦・イト ／〈 ン 550\'r.）をH~1入 しまし

た。

｜ 他成号は、術抑制検診をはじめ、検診結果
の家庭訪問指導や巡回栄諮指導等、みなさん ； ! ~？限づく りのために紡いつ rJ:~ ，~錨しま ！

(9) 
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報広

象地区｜備 考

地 区 母子手帳持$

・健康手帳持参

・ホ．タン、ホ ック

のついていない

下着着用

山

Ill 

JI I I 

町 i

大家庄、三校僑

問、金

母子手帳持参

検査線 1.500円

日（曜） ；時間 i会 • I対
午後I 26 * 保健センター ！ 全1 :oo～2:00 ・' 
午後 ・泊病院 1

26 * : 2:00～3:00 格形外制 。 ！ 
I 27⑥鴻～川 保健センター 。 ！ 

午f9:3~～ 1 1 :oo；保健センター 沼 保
2 l}J) ー

午後
1 :oo～3:00 ／／中町
午前
の 9:30～11 :oo 大家庄小学校 ‘ 

I 

’午後 白 ,, ..... 

I 1 :oo～3:00 ＇ マ E

；午ず ’ 
I 9: 36～11 :oo；赤川公民館 赤

12@  I一一一一ーi I . 'I：後 I I 

1 :00-3:00 I中央農協笹Ill坊！笹．
i 16のi~r溜～1 1:oo！殿町公民館 ：殿

者象対業事

9 

54年 4月生

15歳以 上

※ただし、勤務

先で検診を受 ！

ける人を除く i

婦

や術開？探検診は

64段以下

54年 4fJ生

妊

診検児

・節

月

1

親

M

1

1

検
一
母

録

子

保

健

一

lr.i 
払
町V

臼
査

級

山
町

学

環骸 ・稲結

検

結

核

・

成

3 @ 

人

区地全保健センター
午前

9:30～12:00 
人踊

病
；健 LU体 ff;：微室

町 －

保 1

区

桜町公民館 ・桜

招保公民館 ！沼

l泊三

。17@

ぬ午後 I 
= 1:00～3:00 I 
午前 自

9:30～11 :30' 

午後
1 :oo～3:00 

8 

人師

予！

該当者には通知区地全

保健センター

保健センター

2？⑪ 

俄 i'I後
備 11:30～3:00 

4 保育所へ行っ

ていない

3～4依 児

·！. ~ 
.，~ lliq 木

11 

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
旬
月
2
伺
健
山

休山
川
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

館
山
体
燥
は
、
別
名
生
命
の
休
刊
と
・
も

呼
ば
れ
、
次
の
よ
う
な
特
長
が
あ
り
ま
す

①
全
身
の
関
節
を
ま
ん
べ
ん
に
刷
か
す

全
身
性
の
体
操
で
す
。

①
全
動
作
に
わ
た
っ
て
呼
版
訟
が
将

人
さ
れ
て
お
り
、
精
神
統

一
と
し
て

の
心
理
作
用
と
ス
ト

ν
ス
解
約
の
効

民
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
健
康
体
似
は
、
普
通
の

体

W
と
ち
が
い
体
力
づ
く
り
に
役
児
っ
と

と
も
に
、
成
人
病
や
肥
満
の
予
防
に
効
川
市

が
あ
る
乙
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

防 ｜

｜巡耐え： jを折得

予

主日
種

健
康
体
操
で

若
返
り
ま
し
ょ
う
グ

肥
満
体
の
婦
人
、
腰
や
澗
の
痛
い

婦
人
は
健
康
体
操
教
室
へ
ど
う
ぞ

。。

教
室
の
開
設
H
は
毎
月
の
広
報
「
み
ん

な
の
保
健
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
希

明
者
は
白
山
に
参
加
く
だ
さ
い
。

（
V
h
f

真
は
他
山
体
保
教
aM3


